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任期満了に伴う井手町議会議員選挙（定数１２）は京都府知事選挙

と同日の４月１１日（日）に投開票が行われ、１２名の町議会議員が

選出されました。改選後、初めての臨時会が４月３０日（金）に開

かれ、新しい議長や副議長、常任委員会の委員や監査委員が左記

のとおり決まりました。

【敬称略　順不同】

■
井
手
町
議
会

・
議
長
　
　
木
村
　
武
壽
　

・
副
議
長
　
古
川
　
昭
義

■
監
査
委
員

　
森
田
　
泰
雄

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
岩
田
　
剛
　
○
木
田
　
鈴
美

　
村
田
　
晨
吉
　
森
田
　
泰
雄

　
村
田
　
忠
文
　
木
村
　
武
壽

■
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

◎
岡
田
　
久
雄
○
西
島
　
寛
道

　
古
川
　
昭
義
　
丸
山
　
久
志

　
中
坊
　
陽
　
　
谷
田
　
操

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
丸
山
　
久
志
○
中
坊
　
陽

　
岡
田
　
久
雄
　
岩
田
　
剛

　
古
川
　
昭
義
　
谷
田
　
操

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

◎
木
田
　
鈴
美
○
西
島
　
寛
道

　
古
川
　
昭
義
　
村
田
　
忠
文
　

　
中
坊
　
陽
　
　
谷
田
　
操

■
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　
岡
田
　
久
雄
　
村
田
　
忠
文

■
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
議
会
議
員

　
中
坊
　
陽

■
京
都
地
方
税
機
構
議
会
議
員

　
木
田
　
鈴
美



2010-6 広報いで ２

　
多
賀
小
学
校
で
は
５
月
　
日（
木
）

１３

に
１
年
生
を
迎
え
る
会
が
開
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
１
年
生
に
、
運

動
会
な
ど
の
学
校
行
事
を
劇
や
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
井
手
小
学
校
で
は
５
月
　
日（
水
）

２６

に
開
か
れ
、
学
年
ご
と
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
井
手
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊

（
小
川
俊
雄
見
守
り
隊
長
）主
催
に
よ

る
京
都
府
警
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
の
演
奏
や
演
技
が
行
わ
れ
、
児

童
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を

打
つ
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
４
月
　
日
（
土
）、
山
城
勤
労
者

２４

福
祉
会
館
で
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
開
始
式
で
は
奥
西
康
人
運
営
委

員
長
や
松
田
定
教
育
長
の
挨
拶
に

続
い
て
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

開
か
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
好

み
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
会
場
近

く
の
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
収

穫
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ン
グ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
ま
た
、
絞
り
染
め
か
ら
科
学

実
験
ま
で
、
多
様
な
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
会
場
は
子
ど
も

た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
」は
毎
週
水

曜
日
の
放
課
後
と
第
２
、
４
土
曜

日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
２
日
（
日
）、
山
城
勤
労
者

福
祉
会
館
で
、
同
会
館
に
新
し
く

フ
ッ
ト
サ
ル
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
を
記
念
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
６
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｓ

準
優
勝
　
チ
ー
ム
田
中
家

　
５
月
　
日
（
水
）、
多
賀
小
学
校

１３

で
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
き
ら
き

ら
ラ
ン
ド
」（
森
田
正
弘
委
員
長
）

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
森
田
委
員
長
や
松
田
教
育
長
が

挨
拶
し
た
あ
と
、
運
営
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
、
ペ
タ
ン
ク
・
カ
ロ
ー

　
５
月
　
日
（
金
）、
ま
ち
づ
く
り
セ

１４

ン
タ
ー
椿
坂
で
玉
川
保
育
園
の
５

歳
児
　
名
が
陶
芸
体
験
を
行
い
ま

３３

し
た
。
園
児
は
事
前
に
油
粘
土
を

使
っ
て
練
習
し
て
お
り
、
当
日
は
花

瓶
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
陶
芸
工
房
山
吹
（
森
田

儀
春
代
表
）
の
指
導
の
も
と
に
行
わ

れ
園
児
た
ち
は
、
山
吹
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
に
花
瓶
の
模
様
を
相
談
す

る
な
ど
交
遊
を
深
め
な
が
ら
一
生

懸
命
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
園
児
ら
の
力
作
は
７
月
に
玉
川

今
年
も
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
が

ス
タ
ー
ト

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
開
始
式

1
年
生
を
迎
え
る
会

第
１
回

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

井手小学校校歌などの演奏が行われました
【井手小】

花瓶作りに挑戦する園児

トランポリンを体験する参加者

ロウソクを使った凸レンズの実験の様子

上級生の発表に歓声をあげる児童ら
【多賀小】

熱戦が繰り広げられました

井
手
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
総
会

　
５
月
　
日
（
火
）、
玉
泉
苑
で
井

１８

手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
総

会
（
二
木
昭
男
会
長
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
　
年
度
の
事
業

２１

報
告
や
決
算
報
告
、
平
成
　
年
度

２２

事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

会
長
　
　
二
木
昭
男
（
高
月
区
）

副
会
長
　
木
田
守
（
南
区
）

副
会
長
　
村
田
喜
昭
（
東
部
区
）

副
会
長
兼
女
性
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
照
子
（
北
区
）

会
計
　
　
川
野
芳
治
（
西
部
区
）

監
査
委
員
　

小
川
幸
一
（
石
垣
区
）　

監
査
委
員
　

大
平
嘉
憲
（
南
部
区
）

玉
川
保
育
園

園
児
ら
が
陶
芸
体
験

保
育
園
で
行
わ
れ
る
納
涼
大
会
、　１１

月
に
開
催
さ
れ
る
井
手
町
文
化
祭

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング



2010-6広報いで１１３

　
５
月
　
日
（
木
）、
井
手
町
商
工

２０

会
館
で
井
手
町
商
工
会
（
小
川
幸

一
会
長
）
第
　
回
通
常
総
会
が
開

５０

催
さ
れ
、
会
員
ら
約
　
名
が
参
加

４０

し
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
商
工
会
法
施

行
　
周
年
記
念
の
中
小
企
業
優
良

５０
従
業
員
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ

れ
、
町
内
の
企
業
に
　
年
か
ら
　

１５

３０

年
以
上
勤
務
す
る
方
々
に
小
川
会

長
や
大
和
田
参
与
、
府
商
工
会
連

合
会
沖
田
会
長
ら
か
ら
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
小
川
会
長
や
来
賓

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
前
年
度
の

事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
新
年
度

の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
小
川
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
昨
年
実
施
し
た
　
％
プ
レ
ミ
ア

２０

ム
付
き
商
品
券
は
数
日
で
完
売
と

非
常
に
好
評
で
し
た
。
今
年
も
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

計
画
し
て
お
り
、『
行
き
ま
す
、
聞

き
ま
す
、
提
案
し
ま
す
』
を
合
言

葉
に
地
域
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

青空の下バットの快音と歓声が
響きわたりました

挨拶を述べる山本会長

　
５
月
　
日
（
木
）、
井
手
小
学
校

１３

で
井
手
・
多
賀
両
小
学
校
と
泉
ヶ

丘
中
学
校
の
合
同
授
業
研
究
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
会
に
は
各
校
の
教
職
員
約

　
人
が
参
加
し
、
昨
年
ま
で
の
研

６０究
授
業
に
加
え
、
愛
知
教
育
大
学

院
志
水
廣
教
授
を
招
き
授
業
方
法

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
生
徒
が

自
分
で
気
付
く
た
め
の
時
間
を
持

た
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
い
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
や
研
究
授
業
の
講
評

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

生徒の達成感を引き出す方法が
研究されました

　
５
月
　
日
（
日
）、
大
正
池
グ
リ

２３

ー
ン
パ
ー
ク
で
オ
ー
プ
ン
５
周
年

を
記
念
し
大
正
池
周
辺
管
理
運
営

協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
正
池
環

境
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
井
手
町
支
店
に
よ
る
花
の

苗
の
特
売
や
「
い
ろ
は
も
み
じ
」

の
記
念
植
樹
、
井
手
町
商
工
会
に

よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す
く
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
婚
記
念
や
お
孫

さ
ん
の
成
長
祈
願
な
ど
の
想
い
が

込
め
ら
れ
た
「
い
ろ
は
も
み
じ
」

は
秋
に
は
赤
く
色
づ
き
ま
す
。

　
ま
た
同
日
、
た
く
み
の
里
で
も

「
新
緑
の
さ
と
山
ま
つ
り
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
た
く
み
の
里
で
活
動

す
る
各
工
房
の
工
芸
品
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
手
作
り
ケ
ー
キ
や
手

打
ち
蕎
麦
な
ど
の
模
擬
店
が
開
か

れ
ま
し
た
。

挨拶を述べる汐見町長 新役員が承認されました

　
５
月
　
日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校

１６

で
井
手
町
体
育
協
会
（
山
本
一
男
会

長
）
の
総
合
開
会
式
が
開
か
れ
優
秀

な
成
績
を
残
す
な
ど
活
躍
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
、
順
不
同
）

【
選
手
表
彰
】

▽
杉
山
弘
明
（
近
畿
社
会
人
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
　
　
歳
３０

以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
）

▽
藤
林
弦
（
第
　
回
全
日
本
大
学
王

２８

座
決
定
戦
　
優
勝
　
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
王
受
賞
等
）

▽
前
田
直
輝
（
第
　
回
リ
ト
ル
シ
ニ

１６

ア
全
国
選
抜
野
球
大
会
　
準
優
勝
）

▽
西
本
悠
莉
、
石
田
眞
美
（
近
畿
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
　
出
場
）　

▽
Ｉ
Ｄ
Ｅ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
第
　
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ

３６

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
京
都
府
予

選
　
男
子
の
部
優
勝
）

▽
井
手
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

（
京
都
府
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会
創
立

記
念
大
会
兼
京
田
辺
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

ク
ラ
ブ
大
会
優
勝
）

開
会
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
、

町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】（
　
チ
ー
ム
参
加
）

１８

優
勝
　
　
オ
ー
ル
山
城
チ
ー
ム

準
優
勝
　
北
区
チ
ー
ム

【
女
子
の
部
】（
３
チ
ー
ム
参
加
）

優
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滑

 ４月２７日（火）、多賀保育園で家庭教育学級「開講式及び第１回講座」
が開催され、３保育園の保護者を対象に、京田辺市消防署井手分署の
救急救命士のみなさんの指導で救急救命について学習しました。幼
児と乳幼児の人形を使い参加者1人ずつが心肺蘇生にチャレンジし、
非常食をいただきました。　　　　　　　　　

滑

　5月7日（金）、京都府図書館等連絡協議会から功労者表
彰された『朗読ボランティアサークル　ふれあい』が汐見
町長に受賞報告を行いました。
　図書館での親子で楽しむ紙芝居などさまざまな活動が
評価され受賞されました。同サークルの活動には、対面
朗読や「広報いで」を朗読し町内の目の不自由な方や希望
者に配布している声の『広報いで』があります。
　 

滑
　5月12日（水）、井手小学校の３年生約40名が、タケ
ノコ掘りを体験しました。雨で予定が延期されていたこ
ともあり、大きく育ったタケノコと固い地面に苦戦しな
がらも、農家の小川成美さんに掘り方のコツを教えても
らい先生と協力しながら、たくさんのタケノコを収穫し
ました。
　収穫したタケノコは、それぞれの家庭に持ち帰られま
した。　

　４月２４日（土）、２５日（日）にヤマブキの夜間ライトア
ップが試験的に行われました。ヤマブキは平安時代から
数々の和歌に詠まれてきた町のシンボルであり、玉川が
「平成の名水百選」に選ばれたことにより発足した「玉川
の名水を守る会」（福田宏司会長）が昨年度、新たに約
3,000株のヤマブキの苗を植え付けるなどの活動をして
います。
　

　5月16日（日）、多賀小学校で地元住民、消防団員、
京田辺市消防署井手分署員ら約１００人が参加し、西部区
（谷岡宣之区長）の自主防災組織による防災訓練が行わ
れました。訓練では分署員の指導のもと、水消火器を
使った消火訓練やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使
い方をはじめとする心肺蘇生法の訓練が行われたほ
か、住宅用火災警報器設置の啓発や住宅火災について
のビデオ上映、非常食の炊き出しなどが行われました。

滑

滑
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　5月19日（水）、てん茶の生産に追われる多賀第２製茶組合（辻
井一彦組合長）の製茶工場を汐見町長と大和田参与が激励訪問
しました。今年は連休前の低気温が影響し茶葉の生育が遅れ気
味とのことで、汐見町長は「大変ですが頑張ってください」と
激励しました。                                                                    

滑

　5月25日（火）、井手小学校の4年生の児童たちが井手浄水場を見学し、
上水道の仕組みなどについて学習しました。参加した47名の児童たちは、
担当職員から水の浄化や配水の仕組みの説明を受けた後、各施設を見学し
ました。児童たちは、ろ過機の大きさや機械の多さに驚きながらも真剣に
説明を聞き、「井手浄水場は何年にできましたか」「仕事をしていて、嬉しい
ことはなんですか。大変なことは何ですか。」などの質問をしていました。　

　5月16日（日）、山背古道の半分を歩こうと「春のは～ふウ
ォーク」が開催されました。山背古道を気軽に楽しんでもら
おうと初めて開かれたもので、410名の方が参加しました。
　晴天の下、参加者は集合場所であるまちづくりセンター
「椿坂」から木津川市コースと城陽市コースの二手に別れ出発
しました。

介護保険料の決め方と納め方
　介護保険料は、４０歳以上のみなさんが普段から保険料を負担し、介護が必要と認定されたときに費用の一部を支払って、介護保険
のサービスを利用するしくみです。介護保険のサービスにかかる費用の２０％は、６５歳以上のみなさんの保険料に支えられています。
保険料は、みなさんが安心してサービスを利用するための大切な財源となりますので、必ず納付してください。

◎所得に応じて８段階の保険料になっています。　　　
被保険者の方が納める介護保険料は、毎年４月１日現在の世帯構成に基

づき、住民税の課税状況や所得の状況などにより、第１～８段階までの

いずれかに決まります。

保険料（年額）保険料の調整率対象者所得段階

24,588基準額×0.5
生活保護の受給者、老齢福祉年
金受給者で世帯全員が住民税非
課税の人

第１段階

27,539基準額×0.56
住民税非課税世帯で、合計所得
金額+課税年金収入額が80万
円以下の人

第２段階

37,866基準額×0.77
住民税非課税世帯で、第２段階
に該当しない人

第３段階

48,193基準額×0.98
本人が住民税非課税であり、合
計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下の人第４段階

49,176基準額×1.00本人が住民税非課税である人

66,388基準額×1.35
本人が住民税課税で合計所得金
額が125万円以下の人

第５段階

67,372基準額×1.37
本人が住民税課税で合計所得金
額が200万円未満の人

第６段階

79,666基準額×1.62
本人が住民税課税で合計所得金額
が200万円以上500万円未満の人

第７段階

98,352基準額×2.00
本人が住民税課税で合計所得金額
が500万円以上の人

第8段階

◎介護保険料の納め方は２通りあります。

特別徴収　　　

○老齢・退職（基礎）年金等が年額１８万円以上の人

　(月額１万５，０００円)以上の人

普通徴収　　　

○老齢・退職（基礎）年金等が年額１８万円未満の人

　(月額１万５，０００円)未満の人

○老齢福祉年金のみ受給している人

○年度の途中で６５歳になった人

○年度の途中で所得段階が変更になった人

○年度の途中で他の市町村から転入した人

○４月１日時点で老齢・退職（基礎）年金等を受けていなかっ

　た人

納め方決まり方

医療保険分と介護保険分をあ
わせて、国民健康保険税とし
て納めます

所得や世帯の満４０歳～
６４歳の介護保険対象者
の人数で決まります

国民健康保険　

加入者

医療保険分と介護保険分をあ
わせて、健康保険料として給
与から差し引かれます

健康保険組合、共済組合
など加入している医療保
険の算定方式に基づいて
決まります

　　職場の　　

健康保険加入者

◎第２号被保険者（４０歳～６４歳の人）
　の人の保険料の決まり方
　加入している医療保険によって決め方、納め方が違います。　

２２年度介護保険料は、２２年４月１日現在の介護保険の被保険者（本人）が属する
世帯の世帯構成と、６月以降に確定する市町村民税の課税状況（２２年度分）、所得
の状況（２１年分）などに基づき決まります。

滑

滑
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国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。
軽減は、前年の給与所得をその30/100とみなして行います。
※軽減を受けるには申請が必要です。

土金木水火月日

1211109876/6

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

多賀保育園園庭開放日

竹の子ひろば

19181716151413

さんさん会
（ＯＰ）
リトミック

さんさん会
（支援センター）

とことこ広場
たなばたかざり
（支援センター）

竹の子ひろば

26252423222120

ぴよぴよ広場
たなばたかざり
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
たなばたかざり
（支援センター）

竹の子ひろば
おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

327/130292827

さんさん会
（玉泉苑）

玉川園庭開放
いづみ園庭解放
竹の子ひろば

10987654

さんさん会
（支援センター）

竹の子広場

 子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ １２時【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～１２時【未就園児の子どもとその保護者】
　　　　　　代表：巽（８２－２４３６）
ベジッ子クラブ：午前9時半～１２時【食育に興味のある方】　　　　
　　　　　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
カモミール（キッズケア）　　【未就園児の子どもとその保護者】　　　
　　　　　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

　　　平成２２年４月から国民健康保険税が軽減されます。

対象者は？

離職の翌日から翌年度末までの期間において
　（1）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）
　（2）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）
として失業等給付を受ける方です。
※雇用保険受給資格者証の離職理由が
　11,12,21,22,23,31,32,33,34に該当される方

軽減額は？

離職の翌日から翌年度末までの期間です。
※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象
　となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保
　険を脱退すると終了します。

軽減期間は？

制度が始まる前の失業は対象外ですか？

制度が始まる前1年以内（平成21年3月31日以降）
に離職された方は、平成22年度に限り国民健康保
険税が軽減されます。
※ただし、平成21年度の保険税は対象となりませ
　ん。ご了承ください。

お問い合わせは、保健医療課　電話　82-6166まで

子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

子育て支援センターからのお知らせ

広場の様子

★子育て支援センターは、事業

　の日だけでなく毎日開いて

　います。

★子育てで困った時、しんどい

　時の相談も受けています。　

★利用時間　

　月曜日　～　金曜日　

　午前9時半～午後4時

　（ちょいと気分転換という気

　軽な気持ちで遊びに来てく

　ださい。）
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第２９回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に自分の
身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権に

ついての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。

作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

法務大臣政務官賞　受賞作品

　御巣鷹山を訪ねて･･････

兵庫県・丹波市立柏原中学校３年　八木遥

　今年の夏、私は貴重な体験をした。昭和６０年８月１２日、群馬県御巣鷹山

に東京発大阪行きの日航ジャンボ機が墜落した。死者は航空機事故最悪の

５２０名･･･。私はこの事故をお盆のニュースの中で、毎年ぼんやり見ている

だけだった。「自分には関係ない。遠くの話だ。」と思い続けていた。

　しかし、そんな私の考えは、この夏、大きく変わった。夏休みに入った

ばかりのある日、母が田中蔚さんという方の手記を見せてくれた。「娘のの

こしてくれたもの」と題されていた。何気なく読み始めたが、読んでいく

うちに、かぁーっと心が熱くなった。田中さんはこの航空機事故で娘の愛

子さんを亡くされていた。しかも愛子さんは、この事故に遭わなければ、

春には結婚されるはずだった。幸せの絶頂でこの世を去ってしまった愛子

さんは、実は被差別部落出身。部落差別はなくなったように言われるが、

家の結びつきが強い日本では結婚に際して、部落を理由に反対する人がま

だいるらしい。愛子さんは婚約者に自分は部落出身であることを告げてい

た。また、それを聞いた婚約者のお父さんも「私は教師です。人に平等を

説きながら自分を偽るようなことはできません。」と、二人の結婚を祝福

されていた。

　話は変わるが、夏休みに市内の中学生が集まって開かれる人権交流学習

会に、私は参加した。その中で、市内の女子高生が「被差別部落出身」を

理由に、彼の母親から交際を反対されたという話が報告された。その母親

は彼女の身元を調べたり、「何で黙っていたのか。」と彼女を責めたり、「付き

合わせられへん。」と交際に反対したそうだ。さらにあきれたことに、彼

までも「なんで黙ってたんや。もう付き合えん。」と言ったそうだ。差別

はいけないと誰でも知っている。しかし、実際自分の身にふりかかってく

ると、こんな愚かなことになる。これが今の差別の現実なのだ。

　この話と重ねてみても、愛子さんたちは差別を乗り越えた、本物の愛で

結ばれていたことがわかる。事故後も家族付き合いをされていた婚約者に

新しくお見合いの話が持ち上がり、涙ながらに田中さんに相談されたそう

だ。田中さんは、「愛子はもういないのです。早い方がいい。」と薦められ、

婚約者はその方と結婚された。子供さんが生まれてから奥さんと子供さん

をつれて、田中さん宅を訪れられた。その時のことを田中さんは、「この奥

さんには、ここが主人の昔の婚約者の家であるとか、同和地区であると

か、そんな思いはみじんもない。私たちを信じきっている。」と綴られて

いる。愛子さんが残してくれたものは、差別なんかものともしない、人と

人とのつながり、本物の人間愛だったのかもしれない。生前の愛子さんは

本当に素晴らしい人であったのだろう。多くの真実の愛が残された。

　そんな思いを胸に、８月１２日、母とともに御巣鷹山に向かった。手記を

通じて知り合った田中さんが現地で迎えて下さった。緑に覆われ、川のせ

せらぎが響く、とても美しい山で、２５年前の事故を全く感じさせなかっ

た。いよいよ山に登っていくと、所々に小さな墓標が現れはじめた。この

事故で命を落とされた方たちの亡くなられた場所だ。一つの所に墜落した

はずなのに、山全体に散らばる墓標。墜落時の衝撃の強さが感じられた。

墓標に刻まれた一人ひとりの名前。赤ちゃんからお年寄りまで、あの日、

偶然乗り合わせた飛行機に輝く未来を奪われた人たち。その中に愛子さん

の名前が刻まれた墓標を見つけた。線香をお供えし、手を合わせた時、は

るばる訪ね、そこにたどりついた実感が足下から伝わる感じがした。同時

に２５年の時の流れは、事故の惨状を覆い隠すように、山を再び緑で覆った

が、ご遺族の悲しみ、心の傷はいつまでも消えないことを感じる旅でもあ

った。しかし、その遺族の悲しみをえぐり出すような「差別手紙」が田中

さんに送りつけられていたことも知った。「航空機事故は被差別部落の田中

愛子が乗っていたため起こった。愛子は人間じゃない。穢れた畜生だ。愛

子は、５１９人を殺したテロリストだ･･･。」という内容で。それを読んだ母

は怒りで体が震えていた。２００４年の消印。まだ新しい。こんな人が未だに

この世に存在することに、私は許せない気持ちでいっぱいになった。しか

し、田中さんは「この人自身に罪はない。差別の歴史をきちんと教えられ

なかったのだ。偏見だけを植え付けられた犠牲者なのだ。」と一切問題に

しなかった。それが精一杯の沈黙の抗議だったのかもしれない。

　「一日一生涯」･･･これは今年、墓標の横に安置されたお地蔵さんに刻ま

れた文字であり、生前愛子さんが残された言葉である。中学校で部落差別

を受け、己自身を磨こうと卒業アルバムに寄せ書きされた言葉らしい。差

別を許さない生き方、差別を乗り越えた本物の人間愛にたどりつけるよう、

私も「一日一生涯」の思いで、一日一日を大切に歩んでいきたい。

子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は
、
６
月
１
日
現
在
の
家
庭
で
の
児

童
養
育
の
状
況
に
つ
い
て
審
査
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
６

月
　
日
で
す
。

30
　
届
出
に
必
要
な
添
付
書
類
は
、
受
給
者
が
会
社
員
等
で
、
職
場

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
受
給
者
の
健
康
保
険

証
の
写
し
、
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
町
外
に
別
居
し
て
い
る

場
合
は
そ
の
子
ど
も
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
が
必
要
で

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
　
―
６
１
６
４
）
ま
で

８２

禍
稼

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾



2010-6 広報いで ８

募
集
要
項
の
表
紙
中
程
　
写
真
の
下
「
井

手
の
玉
川
」
の
説
明
文

訂
正
前（
環
境
省
選
定
・
平
成
の
名
水
百
景
）

訂
正
後（
環
境
省
選
定
・
平
成
の
名
水
百
選
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
　

更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

◎
平
成
　
年
度
は
２
年
に
一
度
の
国
民
健

２２

康
保
健
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す
。

　
一
般
被
保
険
者
証
は
「
ク
リ
ー
ム
色
」、

退
職
被
保
険
者
証
は
「
う
ぐ
い
す
色
」
に

変
わ
り
ま
す
。

　
更
新
が
ま
だ
の
方
は
、
至
急
に
井
手
町

役
場
保
健
医
療
課
窓
口
で
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

・
お
手
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

◎
現
在
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険

（
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
至
急
に
資
格
喪
失
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

・
お
手
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
証
（
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
国
保
加
入
者
全
員
の

も
の
）

・
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
６
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
～

１３

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
町
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
】

6
月
は
、
町
府
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ょ
う
。
消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し

販
売
を
し
た
り
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を

委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の

服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本

部
予
防
課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は

６３

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３

８２

０
０
０
）
ま
で
 

第
　
回
国
民
文
化
祭

26井
手
町「
川
柳
の
祭
典
」プ
レ
大
会

２
０
１
０
き
ょ
う
と
川
柳
大
会
の

ご
案
内

  　
平
成
　
年
の
　
月
６
日
（
日
）
に
行
わ

２３

１１

れ
ま
す
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
大
会
と
し

て
、
左
記
の
日
程
で
井
手
町
「
川
柳
の
祭

典
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
多

く
の
ご
参
加
と
投
句
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
　
月
７
日
（
日
）
９
時
　
分
 ～
 　
時

１１

３０

１６

場
所
／
井
手
町
立
泉
ヶ
丘
中
学
校
体
育
館

事
前
投
句
及
び
応
募
期
間

　
　
／
６
月
１
日（
火
）～
７
月
　
日（
土
）

３１

　
　
　
当
日
消
印
有
効

要
項
等
や
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
要
項
等
は
図
書
館
、
役

場
に
も
あ
り
ま
す
）

井
手
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
　

第
　
回
国
民
文
化
祭
井
手
町
実
行
委
員
会

２６
事
務
局
  （
℡
　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２

※
先
日
、
町
内
の
全
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
プ
レ
大
会
の
要
項
の
中
で
、

一
部
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
よ

う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
会

地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

地
デ
ジ
の
受
信
で
お
困
り
の
方
は
、
是
非

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
地
デ
ジ
未

準
備
の
高
齢
者
（
　

)

歳
以
上
 世
帯
に
は
戸

６５

別
訪
問
も
実
施
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
　
日
（
火
）
～
６
月
　
日
（
水
） 

２９

３０

　
　
　
 午
前
　
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
井
手
町
役
場
　
西
別
館
第
２
会
議
室

問
合
せ
　
デ
ジ
サ
ポ
京
都
　

℡
　
０
７
５
‐
２
５
３
‐
０
８
１
７
　
　

胃
　
０
７
５
‐
２
５
３
‐
０
８
１
８

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
７
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
７
月
３
日
（
土
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

 
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
      

設
置
さ
れ
ま
し
た
か

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
　
年
６
月
か
ら
住

１８

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅（
戸
建
て

住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、

平
成
　
年
５
月
　
日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ

２３

３１

れ
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
家
族
の
命
を
守

る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置
を
お
勧
め

し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝
室
・
階

段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＆
　

１
０
０
０
万
サ
マ
ー
発
売

〈
発
売
期
間
〉
７
月
７
日
（
水
）
～
７
月
　
日
（
金
）

３０

〈
発
売
場
所
〉
全
国
の
宝
く
じ
売
場

＊
通
信
販
売
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

〈
当
選
金
〉

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

×

　
１
等
２
億
円
 
　
本
　

３３

１
０
０
０
万
サ
マ
ー

×

　
１
等
１
，
０
０
０
万
円
 
６
０
０
本

〈
抽
選
日
〉
８
月
　
日
（
火
）

１０

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す地

デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
     

開
設
し
ま
す

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
来

年
７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

２４

タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）に
変
わ
り
ま
す
。
総

務
省
の
デ
ジ
サ
ポ
京
都
が
下
記
の
日
程
で

ス
ポ
ー
ツ



2010-6広報いで１１９

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
７
月
１
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
７
月
８
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
７
月
２
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
　
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・

２０

１１

２０

１２

　
生
ま
れ

３１《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月
　
日
（
金
）

１１

対
象
／
Ｈ
　
・
　
・
８
か
ら
Ｈ
　
・
１
・

１８

１０

１９

１
生
ま
れ

受
付
／
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

６
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

日
時
／
６
月
　
日（
日
）～
７
月
　

(日
 日
）

１３

１１

場
所
／
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
】

日
時
／
６
月
　
日
（
日
）

２０

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

日
時
／
６
月
　
日
（
日
）

２７

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

【
夏
季
軟
式
野
球
大
会
】

日
時
／
７
月
４
日
（
日
）・
　
日
（
日
）

１１

場
所
／
井
手
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

 【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
６
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

２３

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
６
月
　
日
・
７
月
３
日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
６
月
　
日
（
土
）・
７
月
　
日
（
土
）

２６

１０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）・

１１

２５

７
月
９
日
（
金
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）・

１１

２５

 【
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
６
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２１

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
６
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
一
月
曜
日
は
、

玉
泉
苑
、
第
３
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
７
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
６
月
　
日
（
火
）　
午
前
　
時
半

２２

１０

～
午
後
２
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
６
月
　
日
午
後
１
時
半
～
４
時

２２

場
所
／
役
場
新
館
第
１
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で

７
月
９
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
６
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２１

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
６
月
　
日
（
金
）・
７
月
９
日
（
金
）

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子

様
だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
木
工
で
小

物
作
り
）】

日
時
／
６
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１６

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６０

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

２０

ン
ク
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

８２

講
座
・
教
室

子

育

て

健

康

各

種

相

談
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
６
月

一
般
書

「
小
暮
写
眞
館
」　

　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

「
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
森
見
登
美
彦

「
求
天
記
　
宮
本
武
蔵
正
伝
」　

　
加
藤
廣

「
明
日
の
空
」　

　
　
　
　
　
　
貫
井
徳
郎

「
薔
薇
を
拒
む
」　

　
　
　
　
　
近
藤
史
恵

「
小
さ
い
お
う
ち
」　

　
　
　
　
中
島
京
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月
　
・
　
・
～
　
日

１４

２１

２８

７
月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

２０

２６

２９

※
６
月
　
日
～
　
日
は
特
別
資
料
整
理

２１

２７

日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

「
神
の
手
」
上
・
下
　
　
　
　
久
坂
部
羊

児
童
書

「
お
っ
と
っ
と
」　

　
　
　
　
　
高
畠
純

「
ボ
ク
ら
は
オ
コ
ジ
ョ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
順
三

「
ピ
ッ
キ
ー
と
ポ
ッ
キ
ー
の
か
い
す
い
よ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ざ
い
み
ず
ま
る

「
ひ
ぐ
れ
の
お
客
」　

　
　
　
安
房
直
子

「
小
さ
な
可
能
性
」
マ
ル
ヨ
ラ
イ
ン
・
ホ
フ

６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

６
月
　
日
（
土
）
７
月
　
日
（
土
）

１２

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

６
月
　
日
（
土
）
７
月
　
日
（
土
）

１９

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
企
画
展
》

「
七
夕
祭
り
」　

７
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）
ま
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

７
月
１
日
（
木
）　

時
～
　
時

１０

１１

オール・マイ・ラビング
小路 幸也
頁が増える百物語の和とじ本。
店の前に置き去りにされた猫
の本…。大家族が営む古本屋
に持ち込まれた謎が、家訓に
従って解決される。お節介で
温かい堀田家の物語。「東京バ
ンドワゴン」第５弾。

子供の気持ちがわかると子育
ては、もっと楽しい 
佐々木 正美
ココがわかると、育児・保育
がこんなに楽しくなる！　わ
がまま、おちつきがない、反
抗的など、保護者や保育者の
よくある「困った！」に、児
童精神科医がわかりやすく答
える。

まんまるおかお
とよた かずひこ
まんまるおひさまが、わらい
ながら、「おはよう！」。ころ
ころ転がってきた、まんまる
ボールが、「こんにちは！」。
次に、まんまる風船がふわっ
とやってきて…。めんこいあ
かちゃんのためのめんこい絵
本。

きんぎょのひるね
奥野 涼子
小さな雲がやってきて、雨が
ぽつぽつ降りだしました。池
の中の金魚はどうなるの？雨
がたくさん降ったころ…。ペ
ージをめくると絵が変わる、
楽しい穴あきしかけ絵本。

Ｑ
年
金
加
入
期
間
に
カ
ラ
期
間
が
あ
る
の
で
す
が
。

Ａ
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
　
年
間
、
国
民
年
金
、

20

60

40

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
た
方
に
は
、　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

65

ま
す
。

　
よ
く
、「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
加
入
期
間
が
数

年
足
り
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
深
刻
な
話
を
耳
に
し
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
「
カ
ラ
期
間
」
を
生
か
す
こ
と
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、　

年
以
上
の
期

25

間
が
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
　
年
に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
る
こ
と
に

25

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
は
、　

年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

25

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期
間

の
た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、
原
則
、
昭
和
　
年
４

36

月
以
後
の
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年
金
に

20

60

任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の

期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
昭
和
　
年
３
月
ま
で
の

61

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
、
②
平
成
３

年
３
月
ま
で
の
学
生
、
③
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、

昭
和
　
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を

61

受
け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入
期
間

と
な
っ
て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の
申
出
に
基

づ
い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、　

年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

25

た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期
間

を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
区
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ごみ収集日程表（6月11日～ 7月10日）

し尿収集日程※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、茶臼塚、新
造、東北組、甚五郎谷

⑨6月28日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩6月29日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、
北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪6月30日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫7月1日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、田村新田⑬7月2日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、橋
ノ本

⑭7月5日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、下赤田、上赤
田、鳥休、柴木田

⑮7月6日

★ごみは、朝９時までに出してください。　　

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

★テレビ・プラズマテレビ・液晶テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
６月１５日

６月２９日
７月１日６月２４日７月８日６月１７日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
６月２２日
７月６日

７月２日６月２４日
６月１１日

７月９日
６月１８日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
６月２３日
７月７日

７月１日６月１７日７月８日６月２４日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
６月１６日
６月３０日

７月１日６月１７日７月８日６月２４日火・金曜日多 賀 全 区

こ
れ
ま
で
日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
は
平
成
　
年
５
月
　
日
付
け

17

30

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た
勧
告
に
よ
り
、
積
極
的
勧
奨
（
個
別
通

知
）
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
平
成
　
年
４
月
１
日
付
け
厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、
積
極

22

的
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

平
成
　
年
度
個
別
通
知
の
対
象
者

22

①
平
成
　
年
３
月
　
日
を
基
準
に
３
歳
に
な
る
お
子
さ
ん

23

31

　
３
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
初
め
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

②
平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
～
平
成
　
年
３
月
　
日
生
ま
れ
の
お

18

19

31

　
子
さ
ん

　
５
月
末
日
に
一
斉
発
送
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
が
必
要
な
方

平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

１５

18

31

で
、
過
去
に
１
度
も
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

定
期
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　 接
種
歴
が
ご
不
明
な
場
合
や
、
ご
質
問
が
あ
る
場
合
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
予
約

後
、
速
や
か
に
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

保
健
セ
ン
タ
ー
℡
　
‐
３
３
８
５

８２

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
期

１
期
初
回
【
生
後
６
ヶ
月
～
　
ヶ
月
未
満
】

９０

　
※
３
歳
～
５
歳
が
標
準
的
な
接
種
時
期

１
期
追
加
【
１
期
初
回
終
了
後
お
お
む
ね

　
　
　
　
　
１
年
後
】

２
期
      【
９
歳
～
　
歳
未
満
】

１３

　
※
当
面
定
期
予
防
接
種
は
で
き
な
い
状

　
　
況
で
す
。

回
数

２
回

１
回

１
回

間
隔

６
日
～

　
日
２８

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
の

積
極
的
勧
奨
（
個
別
通
知
）
が
再
開
と
な
り
ま
す
。



大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金6/11

親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土12
町民ゲートボール大会(午前８時～、井手町ゲートボール場)
町長旗争奪少年野球大会（６/１３（日）～７/１１(日）新四郎山グラウンド）日13

月14
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火15
生き生きふれあいサロン【木工で小物作り】(午後１時半～、玉泉苑)
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）水16

ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)木17
ボクシングフィットネス教室
（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）金18
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土19

家庭婦人バレーボール交流会（府立山城勤労者福祉会館）日20
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）月21
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場新館第1会議室）火22

和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水23
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木24

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ボクシングフィットネス教室
（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

金25

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土26

町民ボウリング大会(午前９時半～、スーパーボウル城陽)日27
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月28

トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）
いづみふれあい学級（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）火29

水30
無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木7/1

わくわく広場（午前１０時～１２時、玉泉苑）
ボクシングフィットネス教室
（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

金2

子ども会【交流大会】（午前１０時～１１時半、山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土3

夏季軟式野球大会（井手町住民グラウンド）日4
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）月5

火6
育児相談(午後９時半～１０時半、西部公民館)水7
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木8

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ボクシングフィットネス教室
（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金9

親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土10

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

出張徴収
【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 6月11日～ 7月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

出張徴収
【北・南】〈

婚
姻
〉

妻夫住所

林 田ちはる髙 矢 恵 介井手

石 田 早 苗小 河 正 義井手

佐竹　 照代寺 井 佳 孝井手

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

茂 心 　 春 
こ はる

吉 村井手

良 浩 麻  佑 
ま ゆ

和 田多賀

誉 広  樹 
こう き

山 口多賀

清 久 萌  栞 
も か

吉 川井手

久 晃 翔  登 
しょう と

福 田井手

紘 好 颯  真 
そう ま

横 田井手

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）


